
 
 

 

 

 

 

 

 

  
 

 小学生ふれあい教室が行われました 
 
  富士見集会所では、昨年度から、入間川東小・富士見小のパソコンルームをお借りして、小学

生ふれあい教室でプログラミング学習を行っています。11 月 12 日は、富士見小で 2 回目のプ

ログラミング学習を実施しました。 まず初めに、キーボードを使ってゲーム感覚で楽しんで行える 

ローマ字入力の練習をしました。その後、パソコン上の生き物にキーボードを使ってプログラミング

し、動きをつけていきます。プログラムは正確に打ち込まないと生き物は動いてくれません。キーボ

ード操作に慣れない子は大変そうでしたが、５人も講師の先生がいるので、何とか全員がさまざ

まな動きをプログラミングすることができ、とても満足そうに教室を終えることができました。 

 12 月 5 日には、腹話術体験を行いました。最初は講師の先生方の腹話術です。３人の人形た

ちに自己紹介をしてもらいました。そして、いよいよパペット作り。今回は靴下を使ってパペットを作

ります。胴体をつくり、目や鼻や手や足をつけて完成です。最後には、自分の作ったパペットを使っ

て、少し腹話術を体験しました。手作りのパペットを作ることができてみんな大喜びでした。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
入間郡市人権フェスティバルで絵手紙同好会の作品を展示しました 
  
11 月 8 日(火)に人権が尊重され、誰もが自  

分らしくいきいきと暮らせる社会を実現するため、 

第 19 回入間郡市人権フェスティバルが日高市 

立文化体育館で開催されました。人権フェスティ 

バルでは毎年、人権教育を推進する集会所を利 

用するサークルの方の作品を展示し、多くの方に 

ご覧いただいています。本年度は、長年富士見集 

会所で活動されている「絵手紙同好会」の皆様の 

作品を展示させていただきました。当日は多くの方 

が足を止め、作品を鑑賞されていました。 
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教職員人権研修が行われました  
11 月 30 日(水)に、埼玉県青少年赤十字入間地区賛助奉仕団幹事の新井良和先生を講

師として教職員人権研修が行われました。 この研修会は、狭山市立小中学校の管理職や人権

教育担当の教員を対象に、年２回、富士見集会所を会場に行われています。２回目となった今回

の研修会では、「人権教育と青少年赤十字の取り組み」(人権と人道)というテーマで、青少年

赤十字の活動を例に、各学校で人権感覚や人権的実践力を育む教育をどのように進めていけ

ばよいか等についてご講演いただきました。各校で、今回の講演の内容が生かされ、人権教育が

より一層充実することを願っています。 

 
１2 月から１月の主な予定 
 
日にち 行事内容 

１2/9(金) 集会所だより１2 月号発行 

１2/10（土） 第６回小学生ふれあい教室(プログラミング)会場 富士見小 

１2/１9(月) 休所日 

１2/26(月) 生け花教室 

１2/28～１/４ 年末年始(休所日) 

1/9(月) 成人の日(休所日) 

 

光回線の解約で、違約金がかかるの！？ 

「スマホを他社へ乗り換えたとき、スマホと一緒に契約した光回線も解約した。すると、違約金

と手数料を請求された。違約金は撤廃されたのではないか？」との相談を受けています。 

今年２月、電気通信事業法が改正され、消費者保護ルールが見直されました。携帯電話サー

ビスの定期契約における解約料（契約解除金・違約金）は撤廃されましたが、光電話やインター

ネット等の電気通信サービスやオプションについては、違約金及び開設工事費の残金等、解約

時に業者が請求可能な料金もあります。携帯電話の違約金が撤廃されただけで、全ての違約金

が撤廃されたわけではありません。携帯電話や電気通信サービスを解約するときは、それぞれの

契約内容をしっかり確認しましょう。 

相談・問合せ 月～金曜日の９時３０分～１２時、１３時～１６時に消費生活センターへ☎２９５４－７７９９ 

 

 

 

 

 

 

 

人権ミニ講座 貸出用ＤＶＤ紹介 
今回は、「障害者の人権」について考えてみたいと

思います。これからは、今まで以上に、全ての人が障

害の有無によって分け隔てられることなく相互に人

格と個性を尊重し合いながら共生できる社会を目

指していかなければなりません。平成 28年の障害者

差別解消法の施行により事業者による合理的配慮

が義務化され、少しずつ障害のある人たちへの社会

的障壁は低くなってきています。しかし、近年では、表

面的には見えにくい障害のために周りの人に理解さ

れず、苦しんでいるという例も多く見受けられます。何

より大切なのは、私たち一人一人が障害のあるなし

に関わらず、互いを尊重し、一緒に楽しく生きていこ

うとする気持ちを持ち、できることから実践していくこ

とではないでしょうか。 

 

「サラーマット～あなたの言葉で～」 

「サラーマット」とは、タガログ語（フィリ

ピン語）で「ありがとう」という意味です。

主人公の珠美は、新しく職場に来たフィリ

ピン人のミランダに対して様々な「違い」

を「壁」だと考え、面倒な存在だと感じて

います。しかし、ミランダとの交流や対立を

とおして、「違い」は様々な問題解決の糸

口にもなることに気づいていきます。また、

周りにいる多くの人々も自分の持っている

偏見に気づいていきます。ドラマ仕立てで

誰もが見やすい作品です。地域や PTA

等の研修にもお勧めです。 

 

 


